
３館無料で感無量 !  内子で旅気分を味わおう

タイムトリップタイムトリップ

　今、町民の皆さんのみ、伝統文化施設の「上芳
我邸」「内子座」「商いと暮らし博物館（内子町歴
史民俗資料館：以下、歴民）の入館が無料になっ
ているのを知っていますか？　まちの歴史や個性、
その価値や魅力を知ることで、内子町への愛着や
誇りを感じてほしいという取り組みの一環です。
　そこで今月号の特集では内子町役場の職員

２人にお願いして、3館を巡ってもらいました。
日帰りできる明治・大正時代への旅です。距離
的には近いけれど、時間的には遠い過去の内子
への旅。タイムスリップしたかのような場所に
は、たくさんの驚きと発見があったようです。
無料期間は９月30日まで。あなたも彼女たち
のような時間の旅を楽しんでみませんか。

「
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
内
子
旅
へ
―
―
」

タイムトリップ



1_風情感じるシャンデリアと、舞台正面に飾られる
「芸に遊ぶ（藝於遊）」の文字　2_花道の入口。役者
になりきって、揚

あげまく

幕を勢いよく開けてみて　3_舞台
からの眺め。客席の近さがよく分かる　4_ 劇場通
の観客がよく座っていた、２階正面の客席「大

おおむこう

向」。
「大向をうならせる」とは、芝居通をも関心させるほ
どの名演のこと　5_花道の上で歌舞伎ポーズ

舞台や花道の床下にある「奈落」も見
学できます。昔は人力で回り舞台を
動かしていました（左）　内子座には
館内を案内してくれるガイドがいる
ので、話を聞きながら見学するのもお
すすめです。内子座愛あふれるガイド
で、魅力を教えてくれます（右）

　
内
子
座
の
魅
力
は
誰
も
が
舞
台

に
立
て
る
こ
と
。
私
も
和
太
鼓
集
団

「
雛
太
鼓
」の
一
員
と
し
て
、
こ
の
舞

台
に
何
度
か
立
っ
て
い
ま
す
。
舞
台

か
ら
見
る
昔
な
が
ら
の
シ
ャ
ン
デ
リ

ア
や
、
２
階
の
窓
か
ら
差
し
込
む
光

が
館
内
を
照
ら
す
光
景
も
す
て
き

で
す
。
見
学
で
も
花
道
や
舞
台
に
上

が
れ
る
の
で
、
ス
タ
ー
気
分
を
味
わ

え
ま
す
よ
。
法
被
も
自
由
に
使
え
ま

す
。
こ
こ
は
プ
ロ
の
狂
言
や
歌
舞
伎

な
ど
も
行
わ
れ
る
場
所
。
２
階
席
や

桝
席
に
も
座
っ
て
、
役
者
と
の
距
離

感
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
内
子
座
は
秋
か
ら
改
修
工
事
に
入

る
予
定
な
の
で
、
４
～
５
年
は
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
ぜ
ひ
来

て
ほ
し
い
で
す
。
催
し
の
中
に
は
無

料
で
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

建
物
の
味
わ
い
深
さ
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
内
子
座
の
輝
き
が
増
す
の
は

使
わ
れ
て
い
る
と
き
。
観
客
と
し
て

舞
台
を
観
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

多比良　雅
まさみ

美さん
雛太鼓／町並・地域振興課
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製
蝋
業
が
盛
ん
な
頃
、
こ
の
屋
敷

は
迎
賓
館
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
商
談
の
場
や
、
大
切

な
客
を
も
て
な
す
場
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
贅
を
尽
く
し
た
造
り

で
、
ど
こ
を
見
て
も
見
ご
た
え
が
あ

り
ま
す
。
大
き
な
大
黒
柱
や
、
釘
を

一
本
も
使
っ
て
い
な
い
小
屋
組
み
は

圧
巻
。
欄
間
や
持
ち
送
り
の
装
飾
は

細
や
か
な
美
し
さ
で
す
。
巨
万
の
富

を
得
た
当
時
の
繁
栄
が
う
か
が
え
、

時
代
を
超
え
て
、
も
て
な
さ
れ
て
い

る
気
分
に
な
り
ま
す
。

　
し
だ
れ
梅
や
紅
梅
が
き
れ
い
に
咲

く
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
が
特
に
お
す

す
め
で
す
。
映
え
ス
ポ
ッ
ト
も
た
く

さ
ん
あ
り
、
結
婚
式
の
前
撮
り
の
撮

影
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
着
物
が
似

合
う
場
所
な
の
で
、
い
い
写
真
が
撮

れ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
ま
ち
の
歴
史

や
当
時
の
職
人
技
の
す
ご
さ
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
上

芳
我
邸
。
無
料
期
間
に
、
そ
の
魅
力

を
改
め
て
感
じ
て
く
だ
さ
い
。 玉井　緑

みどり

さん
上芳我邸職員

1_趣のある縁側の景色　2_桁
けた
を支える役目の「持

ち送り」。一つ一つデザインが違う　3_大人が手を
廻しても届かないほど太い大黒柱。３階までの通し
柱で、長さは約6.5㍍もある　4_ 圧巻の屋根裏を自
分の目で確かめてみて　5_レトロで趣のある箱階段
に座って　6_母屋の南面の前で撮影。立派な海

なまこ

鼠壁
や漆喰の重厚感がすごい

２月頃になると中庭にあるしだれ梅が
きれいな花を咲かせてくれます。（左）
毎年「20歳の記念式」に出席する皆さ
んには、内子町伝統文化施設の無料入
館券を配布しています。歴史ある建物
は振り袖にもよく似合います。ぜひ撮
影してみてください。（右）
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内子町の博物館ボランティア「学芸
サポーター」に参加しています。学
芸員さんが昔の民具の使い方を実演
しながら話してくれるので、面白い
です。歴民自体も興味深く、薬瓶な
どが当時のまま残っているのは全国
でも珍しいと聞きました。今も見ら
れる薬があり、ロゴや装飾などの違
いも知れます。教科書では学べない
ような歴史を肌で感じられるのも好
きです。私は炊事場の中に井戸があ
るのが面白くて、水道のない時代の
暮らしを想像しました。深さが８㍍
もあることにも衝撃を受けました。
学サポの特権で、奥の蔵の民具を見
ることができます。昔のことを知る
ことで、知識がどんどん深まってい
る気がします。学サポは私が最年少
なので、歴史好きや博物館好きの若
い子が増えたらうれしいです。

昔の薬 のパッケージ火鉢を前に、昔の冬の暮らしを想像してみる心落ち着く2階からの景色軒下に腰掛けて中庭を眺めるのもいい

藤永　沙
さ き こ

妃子さん
＝内子中１年生＝

（内子れきみん班）

歴民を舞台に、学芸員ととも
に収蔵資料や内子市街地の歴
史を調査・研究する博物館ボ
ランティアです。今後、民具調
査や古写真の解析、神社仏閣
の調査などの活動を予定して
います。一緒に歴民を盛り上
げてくれる人、大歓迎です。

ポーズを真似する二人。ちなみに人形は春夏
用と秋冬用で衣替えをするそう

昔は電話のない家がほとんどで、とても珍し
かったのだとか

炊事場の井戸にびっくり。のぞくと水が見える

町内の小学生に向けて、ま
ちの歴史や昔の暮らしを楽
しく学べるイベントを定期
的に開催しています。次回
の開催は３月で、テーマは

「昔の食事」です。詳細が決
まり次第、広報紙や歴民の
インスタグラムで紹介する
予定です。 夏の民具、「蚊

か や
帳」を体験

商いと暮らし博物館
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昔の薬 のパッケージ 当時から残る薬瓶

歴民の面白さは、大正時代の薬屋
の暮らしを人形が再現していると
ころ。館内に入ると、「おいでなは
い！」と人形が大きな声で迎えて
くれます。声を担当したのは劇団
オーガンスで、女中の声は私の母
がしています。会話から昔の生活
などが知れて、楽しいです。ほっ
こりした建物の雰囲気も好きで、
休日に友達を誘って遊びに行くこ
ともあります。

二宮 初
は つ ね

寧さん ＝内子小６＝

ここで行われる「内子れきみんであ
そぼ」が好きです。昔のかき氷機な
どを体験できて、夏には当時のか
き氷を再現しました。完成した氷
はシャリシャリで、シロップもみぞ
れやあんこだけ。味は今一つでし
たが、今との違いが面白かったで
す。他にもトトロの電話のかけ方
を教わったり、七輪でかきもちを
焼いたり。タイムスリップしたよう
な特別な時間にワクワクします。

兵頭 望
の ぞ み

美さん ＝内子小６＝ 

歴民では毎月テーマを決めて、
収蔵品を展示しています。通り
からすぐ見える、主人と丁

で っ ち

稚の
人形の近くで展示しているの
で、通りがかりにのぞいてみて
ください。小さな展示ですが、
昔の暮らしを垣間見ることがで
きます。
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商
い
と
暮
ら
し
博
物
館

内
子
座

～日帰りできる明治・大正時代への旅～

●日時　３月24日（日）
　　　　午前10時～正午
●場所　木蝋資料館上芳我邸
●参加費　綿ストール4,000円、
　ウールストール5,000円、持ち
　込み3,000円（100㌘まで）
【申込・問い合わせ】
八日市・護国町並保存センター
☎０８９３（４４）５２１２

町内より寄贈された、大正～昭
和初期のひな人形を展示しま
す。立ち並ぶひな人形から春の
訪れを感じてみませんか。
●期間　３月２日（土）～４月
　５日（金）
●場所　商いと暮らし博物館
【問い合わせ】
町並・地域振興課
☎０８９３（４４）２１１８

●日時　３月13日（水）午後
　６時30分～８時
●場所　内子座
●入場料　大人 3,000円、高
　校生以上の学生500円、中
　学生以下無料
【問い合わせ】
内子座クラシック実行委員会事務局（武知）

☎０８９３（４４）３０５４

木
蝋
資
料
館
上
芳
我
邸

　　内子町内子2102
　　０８９３（４４）２８４０
　　午前９時～午後４時30分
　　あり／８台Ｐ

☎

　　内子町内子2696
　　０８９３（４４）２７７１
　　午前９時～午後４時30分
　　なし／町並駐車場（有料）Ｐ

☎

　　内子町内子1938
　　０８９３（４４）５２２０
　　午前９時～午後４時30分
　　なし／内子分庁Ｐ

☎
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古いものが好きで、無料の３館
巡りはとても楽しかったです。
上芳我邸の中をじっくり見るの
は初めてで、屋根裏の木組みの
すごさに驚きました。内子座で
はガイドさんが、取り壊しの危
機を住民の熱意で復活させた話
を交えながら館内を紹介してく
れました。ただ見て楽しむだけ
でなく、古いものを大事にして
きた先人たちの思いにも触れ
て、私たちも大切にしたいと思
えたし、そう思う人が増えると
いいなと感じました。内子に住
むのは３年目で知らないことが
多いので、まちの良さに気付く
いい機会になりました。

重松　夢
ゆ ら

来さん　

内子で旅気分を味わえました。
どれも歴史ある建物の雰囲気が
よくて、どこを切り取っても写真
映えします。内子座で歌舞伎の
ポーズをしたり、歴民で人形と
写真を撮ったり。すてきな写真
をたくさん撮ることができまし
た。ＳＮＳで発信するのもいい
ですね。内子にずっといると、３
館ともあるのが当たり前に感じ、
その素晴らしさに気付けていな
い部分があります。今回ゆっく
り巡れたことで、それぞれの魅
力をより深く知れました。想像
以上に楽しめたので誰かにもお
すすめしたいし、今度は家族や
友達とも巡ってみたいです。

沖元　美
みづき

月さん　
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